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東海ノア通信 第３４号 をお届けします。 

東海ノアでは「平成２０年度年間基本活動計画」に基づく活動を展開

しております。本号は、東海ノアの日頃の活動を紹介するとともに、協

定の目的の一つでもある情報の共有化のための記事も紹介しております。 

 東海ノア協定に基づく活動状況は、ホームページでも紹介しています。 

 アドレスは、http://tnoah.jaea.go.jp/ です。 
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☆活動状況 

安全協力委員会の開催状況 

○第１９回 安全協力委員会 

  開 催 日：平成２０年１０月９日（木） 

  開催場所：原子力機構 東海研究開発センター 原子力科学研究所 

  主な議題：  

  （１）平成１８回安全協力委員会議事録（案）について 

  （２）平成２０年度上期の活動状況と下期の活動計画（案）について 

  （３）加盟事業所への化学消防車等の出動協力（案）について 

  （４）その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動推進幹事会の開催状況 
○第４４回活動推進幹事会 

開 催 日：平成 20 年１２月１９日（金） 

開催場所：原子力機構 東海研究開発センター 原子力科学研究所 

  主な議題： 

（１）第４３回活動推進幹事会議事録（案） 

（２）第１９回安全協力委員会からの検討課題について 

   ①消防施設等調査結果について 

   ②緊急事態協力活動要領改定（案）について 

（３）茨城県原子力総合防災訓練対応結果について 

（４）自主保安に関する点検協力活動 

   ①第２回自主保安点検協力活動結果の概要（放医研） 

（５）安全教育に関する協力活動 

 



 

 

3 

   ①第１回安全教育研修結果（案）について 

   ②講演会の開催結果について 

（６）東海ノア通信３４号（案）の発行について 

（７）その他 

①第４５回東海ノア活動推進幹事会開催（案）について 

 

                  
              

 

 
 

 

 

自主保安に関する点検協力活動 

  協定に加盟している事業所を対象に、核燃料物質使用施設、放射性

物質取扱施設等の安全担当実務者及び防火管理の安全担当実務者から

なる専門家を派遣し、安全管理について様々な観点から確認、意見交

換を行い、安全管理の向上に役立てるための活動を行っております。 

○平成２０年度第２回自主保安点検協力活動 

  今年度第 2 回目の活動は、放射線医学総合研究所放射線防護研究セ

ンター那珂湊支所を対象に実施しました。 

  実施状況については次のとおりです。 

  （１）実施日    ：平成２０年１２月１２日（金） 

  （２）点検協力実施者：３名（敬称略） 

     ・原子力機構原子力科学研究所      大橋 信芳氏 

     ・ニュークリア･デベロップメント㈱    阿部 正幸氏 

     ・積水メディカル㈱薬物動態研究所    田村 稔氏 
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（３）活動内容 

     ・現場巡視確認 

     ・点検シートに基づいた質疑・応答 

     ・意見交換 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
   

 

 

 

 

 
安全教育に関する協力活動 

○平成２０年度第 1 回安全教育研修 

  １１月１１日（火）に、原子力機構 原子力研修センターにおいて開

催し、９事業所より１９名が参加しました。 

  放射線に関する机上教育を行った後、午後からは実習として放射線

及び放射能濃度の測定等を行い、とてもわかりやすかった等の感想が

ありました。 

 

 

意見交換を行う点検協力実施者（左側）と事業所の対応者(右側) 

排水設備の説明を受ける点検協

力実施者 

  

 

ＲＩ貯蔵庫について説明を受

ける点検協力実施者 
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中性子線サーベメーターを

使用した中性子遮蔽実習 

ＧＭ計数管式サーベメータ

ーを使用して宝探し、どこに

放射性物質があるのかな？ 

 

 

 

 

 
 

「放射性物質の性質」につい

ての説明を受ける研修生 
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  今年度第 2 回目の研修は、平成２１年２月２５日（水）に日本原子

力発電㈱総合研修センターにて開催予定です。 

  第 1 回目と同様に基礎的な研修内容となっておりますので、ぜひご

参加ください。 

  なお、研修のご案内については１月に加盟事業所宛に配信する予定

です。 

○講演会等の開催 

  １１月１２日（月）原子力機構原子力科学研究所において、桐蔭横

浜大学法科大学院教授郷原信郎氏による「原子力の未来に向けて真の

コンプライアンスを考える」と題する講演会が開催されました。 

 講演会は、法令遵守から社会的要請への適応について行われ、東海

ノア加盟事業所からの参加者２３名を含め、245 名の方が参加しまし

た。 

  

 

 
 
 

１２月３日（水）原子力機構核燃料サイクル工学研究所において、

京都大学名誉教授国際高等研究所フェロー木下冨雄氏による「リスク

コミュニケーション再考」と題する講演会が開催されました。東海ノ

ア加盟事業所から７名を含め、137 名の方が参加しました。 
   
 
 
 
 

 

 
 

講演会の様子 

  

 講演会の様子 
 

講演会の様子 
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 １２月１７日（水）原子力機構大洗研究開発センターにおいて、㈱

三菱総合研究所主任研究員上野信吾氏、研究員豊田聖史氏による「根

本原因分析に関する講演」と題する講演会が開催されました。東海ノ

ア加盟事業所から 3 名が参加しました。 

   
 
情報交換に関する協力活動 
○事故トラブル情報の配信 

  事故・トラブル情報のうち、茨城県より情報の提供があり、事務局

から加盟事業所へ配信しました。 

①原子力機構核燃料サイクル工学研究所構内駐車場における 

車両火災（速報） 

（平成２０年９月２４日プレス発表） 

（工事業者乗用車内オーディオ配線から発煙） 

②三菱原子燃料株式会社加工施設における火災について（速報） 

（平成２０年１０月３日プレス発表） 

（燃料被覆管切断作業中、切断装置カバー内にて発火） 

③三菱原子燃料株式会社放射線管理棟における火災について（速報）

（平成 20 年 11 月 18 日プレス発表） 

（廃棄物を減容するため金属フィルターをプラズマ切断機により

切断中、金属フィルターに付着した油から発火） 

 ④原子力機構原子力科学研究所ＪＲＲ－3 自動停止について（速報） 

    （平成 20 年 12 月 1 日プレス発表） 

    （ＪＲＲ-3 出力上昇運転中、安全系中性子束高信号が発生し、原

子炉が自動停止した。）             

緊急時に対応するための協力活動 

○茨城県原子力総合防災訓練 

茨城県主導の基に行われた同訓練では、東海ノアへの協力要請があ

り、原子力科学研究所、核燃料サイクル工学研究所及び大洗研究開発

      講演会の様子 
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センターの協力を得て、想定発災事業所の日本原子力発電（株）東海

第二発電所へ消防車３台の出動を行った。  

[ 実 施 日  ] 平成２０年９月３０日（火） 

[ 想定発災事業所] 日本原子力発電(株)東海第二発電所 

   [ 訓 練 参 加 者] 通報連絡関係 １０名（通報担当事業所まで） 

             自衛消防隊   １５名  消防車 3 台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
☆加盟事業所からの事業所紹介 

東海保障措置センターの安全への取り組みについて 

財団法人 核物質管理センター 

 

 

 

 

 

はじめに 

財団法人核物質管理センターは、核物質管理に関する業務、研究開発

及び国際協力を推進し、原子力産業の健全な発展に貢献することを目的

として昭和 47 年に設立されました。東海保障措置センター（以下東海

センター）は昭和 53 年に保障措置分析所の名称で新設され、平成 11

年に現在の名称に変更しております。 

 

日本原子力発電㈱東海第二発電所 

事業所風景 左側建家が事務棟、奥側が新分析棟 
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東海センターは、「指定保障措置検査等実施機関」として、保障措置検

査、保障措置検査の際に提出された核燃料物質試料の分析、保障措置に

関する調査研究等の業務を行っています。試料分析の業務は、原子炉等

規制法で規制される核燃料物質使用施設である新分析棟において、ウラ

ンやプルトニウムの同位体組成、含有率等の分析を定常的に行っていま

す。 

１．安全への定常的な取り組み 

１）安全衛生活動 

   安全衛生委員会を毎月開催し、作業環境測定状況の確認、安全衛

生パトロール指摘事項等の処置状況の確認等を行うとともに、産業

医から保健衛生に関する事項を紹介していただき、安全衛生委員を

通じて各部署に周知しています。また、安全衛生委員が中心となっ

て、各現場のヒヤリハットを収集、情報共有することにより、事象

の分析及び共有化を図るなどのヒヤリハット運動に取り組んでいま

す。 

その他、安全衛生パトロールを委員会メンバー全員により毎月１回

実施し、夏季及び年末に所長安全パトロールを実施しています。また、

毎四半期１回安全衛生協議会を開催し、請負協力会社を含めた安全衛

生について協議しています。 

 ２）施設の安全の維持 

   ホットセル及びグローブボックスを設置している施設について、

連続給排気運転を行い、ホットセル、グローブボックス及び管理区

域の負圧を常時維持しています。管理区域内からの排気は、高性能

エアフィルタでろ過し、放射性物質の施設周辺への放出を防止して

います。管理区域内からの排水は、廃液貯槽に一時貯留し、サンプ

リングして放射性物質濃度、ｐＨ等を測定分析し、濃度等が問題な

いことを確認後、海へ放流しています。 

３）放射線量等の測定､監視 
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   施設の排気中及び室内空気中の放射性物質濃度等の測定、連続監

視を行い、また、モニタリングポストにより敷地境界の放射線量の

測定、監視を行っています。 

 

 

 

 

 

放射線監視盤                  モニタリングポスト 

４）従業員等に対する教育等 

   保安規定に基づく教育訓練をはじめとして、安全衛生教育、防災

教育、核物質防護教育等の従業員に対する教育を毎年度計画し、定

期的に実施しています。また、産業医による衛生講演会や外部品質

保証専門家講師による品質保証教育なども企画し、従業員の安全等

に対する知見、意識の向上を図るよう努めています。 

 

 

 

 

 

 

平成 20 年度外部専門家による品質保証教育 

２．安全管理基本方針に基づく取り組み 

核物質管理センターでは、本部に安全管理委員会を設け、毎年度の

安全管理の基本方針などについて、全社的な安全管理に関して審議検

討が行われています。東海センターでは、安全管理委員会の審議結果

を受けて、事業所の安全管理の基本方針及び基本的事項を策定してい

ます。今年度は、危機管理意識の高揚及び安全文化の醸成、自主的な
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安全管理活動の充実、労働安全衛生の充実を重点事項に掲げ安全へ取

り組んでいます。 

                                   以上 

☆加盟事業所の社名変更等について 

  加盟事業所である「住友金属鉱山株式会社エネルギー・環境事業部 

（旧名称）が変更となりました。 

 （新名称）住友金属鉱山株式会社エネルギー・触媒・建材事業部 

 

☆今後の活動予定 

 ・平成２０年度 第２回安全教育研修・・・・・・・・ ２月２５日 

 ・第４５回活動推進幹事会 ・・・・・・・・・・・・ ２月 

 ・第２０回安全協力委員会 ・・・・・・・・・・・・ ３月 

 
 
 
 
編集後記 

１２月に入り寒さが日々増してきましたが、皆様元気にお過ごしでし

ょうか。風邪などひかないように健康管理には気をつけてください。 

東海ノア通信は今後も｢情報の交換、共有化｣等を行いながら皆様の参

考となるように趣向を凝らして行きたいと考えています。 

なお、12 月 1 日からホームページアドレスが下記のように変更にな

りましたのでお知らせします。 

（旧アドレスからも自動的にアクセスできます。） 

新アドレス http://tnoah.jaea.go.jp 

 

 

記事の中で、「日本原子力研究開発機構」は 

「原子力機構」と略称で記載しております。 
東海ノア 

（東海 NOAH） 


